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３．研究課題（集会）名  
和文： 総合集中観測による内陸域の歪・応力集中過程          
英 文 ：  Strain and stress built-up process in inland  area 
by muti-disciplinary observations               
 
４．研究期間    平成 16年 4月 1日 ～ 平成 17年 3月 31日
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７．共同研究者・参加者名 別紙の通り． 
 
８．研究実績報告（成果）（別紙にて約 1,000字 A4版（縦長）横書） 
 別紙の通り． 
 
１０・成果公表の方法（投稿予定の論文タイトル、雑誌名、学会講演、談話会、広報等） 
2005年合同大会で発表． 
2005年地震学会秋季大会で発表予定． 
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16 
伊藤潔 京都大学防災研究所 教授  
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８．研究実績報告（成果）（別紙にて約 1,000字 A4版（縦長）横書） 
 跡津川の衛星テレメータ観測:全国の大学・関係機関と共同で跡津川断層を含む約
100km四方の地域において73点の地震観測点を設置して自然地震の詳細な観測研究を行う
ものとし,今年度は，25点(地震研究所は 10点設置)の設置を行った．また，この断層系の固着
域とクリープ域の運動特性の違いの原因を解明するためには，断層西部(固着域)と考えられ
ている領域で，オフラインレコーダを用いた自然地震観測及び発破を用いた制御震源地殻構
造探査を行った．発破により得られた記録は良好で，後続波も確認できる．得られたデータの
暫定的な解析によれば，歪集中帯北部の上部地殻の速度は 6km/s を越えるのに対し，その
南部の速度が低い(5.7km/s)前後であることがわかり，上部地殻に相当顕著な構造的な不均
質のあることがわかった．また，地殻内反射面も 10-15km 及び 20-30km の深さにイメージング
された． 
  電磁気的観測（広帯域 MT 合同観測）は、跡津川断層上の東側地震静穏域を直交する約
100km の測線で実施した。北側のデータから跡津川断層をまたぐ２次元比抵抗構造断面を求
め、断層を挟んで 5-20km の深さで北側で高、南側で低比抵抗となる明瞭なコントラストが見
出された（詳細は京大防災研の報告 1803 を参照）。また、新潟－神戸歪集中帯の東端にあた
る新潟県中越地震震源域で広帯域 MT 合同観測を実施した。南測線の２次元比抵抗構造断
面では、水或いは粘土鉱物を含む厚い堆積層の他に、震源域直下の下部地殻に流体の存
在を示唆する低比抵抗層が存在する可能性を示した。 
 
備考：平成 16 年に発生した新潟県中越地震のために，衛星テレメータ点設置作業が大きく影
響を受けた．そのために，配分された旅費を全て消化することができなかった．そのため，経
理と相談の上で衛星テレメータ関係の消耗品を購入することとした． 


